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社　名 昭和電工株式会社
設　立 1939年6月
資本金 1,821億46百万円
連結売上高 14,196億円
従業員 連結 26,054人　　　単独 3,298人
関係会社 連結子会社 124社
 持分法適用会社 13社
本　社 〒105-8518
　　　　　　東京都港区芝大門１丁目13番9号

昭和電工（株）大分コンビナート
操業開始 1969年（昭和44年）
従業員 782名（出向者含む）
連結売上高 2,831億円（石油化学セグメント）

会社概要 （2021年12月31日現在） 構成企業　※は昭和電工（株）の連結子会社

昭和電工（株）大分コンビナート
NSスチレンモノマー（株）大分製造所
サンアロマー（株）大分工場※
昭和電工ガスプロダクツ（株）大分工場※
鶴崎共同動力（株）鶴崎事業所※

（株）鶴崎サンソセンター
東亞合成（株）大分工場
日油（株）大分工場
日鉄ケミカル&マテリアル（株）
日本エラストマー（株）大分工場
日本ポリエチレン（株）大分工場
日本硫炭工業（株）大分工場

　大分石油化学コンビナートは、大分市東部の別府湾に面した大分臨海工業地帯２号埋立地の約
��� 万㎡（�� 万坪）という広大な敷地に位置しています。
　現在 �� 社で構成されている大分石油化学コンビナートの中核を成すのが、昭和電工（株）大分コ
ンビナートです。昭和電工（株）大分コンビナートのエチレンプラントで生産される石油化学基礎製品
は、パイプラインを通じて大分石油化学コンビナート内の構成企業各社のプラントへ、合成樹脂や合
成ゴム、化成品などの原料として供給されています。

　平素より昭和電工（株）大分コンビナートの事業活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。
　私たち昭和電工は����年、昭和電工マテリアルズ（株）（旧 日立化成（株））と統合します。統合新会社では「化
学の力で社会を変える」をパーパス（存在意義）としています。時代が求める機能を創出し、世界が直面する環境、
社会課題を解決する鍵が化学ではないかという考え方がパーパスにつながっています。
　大分コンビナートは安全・安定・安心操業を大前提とし、地域や行政関係の皆さま方のご支援、ご指導を受け、
ステークホルダー（＊）の皆さまとコミュニケーションを取りながらパーパスの実現を目指し取り組みを続けてい
ます。
　私たちのパーパスはステークホルダーの皆さまと共創することで実現できるものです。共創するためのキー
ワードとして「サステナビリティ」が挙げられます。サステナビリティとは環境に対する持続可能性だけでなく、企業
が継続してその価値を最大化し存在し続けることであると捉えています。
　これからも安全・安定・安心プラントを継続し、地域社会との共存共栄、事業の競争優位性の維持・強化に取り
組み、さらに成長していくことで皆さま方や地域社会へより一層貢献してまいります。

昭和電工株式会社
業務執行役
大分コンビナート代表
長井 太一

＊ステークホルダー… 消費者（顧客）、従業員、株主、お取引先、地域社会、行政機関など、企業の利害と行動に直接・間接的な
 関係を有する者

当社は ���� 年の最新鋭高効率エチレン分解炉設備への更新（P��）など、
温室効果ガス排出抑制に取り組んでいます。加えて、産業廃棄物については
ゼロエミッションの達成を継続しています（P��）。これらの取り組みはSDGs
の目標達成に貢献しています。（下図参照）
その他にも、SDGsの「誰一人取り残さない」という基本的な考え方は障が
い者雇用にも当てはまります。SDGsの目標 � はすべての人が安心して働くこ
とができるようにとした目標です。当社は障がいの特性を強みとして活躍でき
る場を提供できるよう取り組んでいます。当社は環境保全やダイバーシティ &
インクルージョンを推進しSDGsの目標達成に今後も貢献していきます。

水質環境負荷低減の取り組み（P11）
●排水処理施設の適切な
　運転管理
●水の循環利用

大気環境負荷低減の取り組み（P11）
●環境負荷低減設備の導入
●脱硫・脱硝装置の適切な運転管理

環境管理の取り組み（Ｐ11）
●環境モニター制度
地域とのコミュニケーション（Ｐ19）

共創型化学会社

ゼロエミッションの達成（P13）
●廃棄物発生の抑制、再利用、
　有効利用

省エネルギーの取り組み（P12）
●高効率エチレン分解炉へ更新
●NSスチレンモノマーとのプラント間で
　省エネルギー事業を実施

カーボンニュートラル
の取り組み（P12）
●ロードマップ策定
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大分石油化学コンビナートのモノの流れ
身近にある石油化学製品はナフサ分解炉で生産される石油化学基礎製品から作られます。
石油化学基礎製品は石油化学製品の原料となる重要なものです。
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大分石油化学コンビナートのレイアウトの特徴

効率的なモノの流れ コンビナートのメリットを活かすために 安全と環境への配慮安全・安定稼働かつ環境保護のために

④フレアースタック
可燃性ガスを安全に燃焼させる設備
プラントの始動・停止時に発生する不要な可燃性ガスは、安全や
環境汚染防止のために燃焼処理して大気に放出しています。その
際、ガスの燃焼による炎や音だけでなく、燃焼を促進するための蒸
気を噴出させる音が発生します。

⑤タンク群
コンビナート北側にタンク群を設置
万が一の災害時に大きな被害が懸念される原料ナフサ及び石油化
学基礎製品の大型タンク群は居住地域から最も遠い位置に設置し
ています。

③プラントの配置
原料・製品の物流を最適化したプラントの配置
エチレンプラントはコンビナートの中央部、その両側にボイラー・発
電設備、各種用水製造設備を配置しています。これらのプラントから
周りの誘導品プラントへ原料及び蒸気や用水などのユーティリティ
をパイプで供給しています。製品の��％が船舶で輸送され、残りは
トラック・ローリーなどによる陸上輸送でお客さまのもとに出荷さ
れます。

①シーバース
原料であるナフサを受け入れるバース
長さ���m、水深 ��mで �� 万トン級の海外からの大型輸送船を
直接着岸できます。

高い温度で分解反応を起こしてナフサからエチレンを製造
エチレンプラントの主要設備であるナフサ分解炉では、約���℃の
高温でナフサが分解され、石油化学基礎製品と呼ばれるエチレン、
プロピレンなどが生成されます。これらの石油化学基礎製品は、コ
ンビナート内の各社誘導品プラントに送給されます。ナフサ分解炉
の更新によりエネルギー効率が大きく改善され、ナフサ以外の多様
な原料を幅広く利用できるようになり、エチレンプラントの競争力が
強化されました。

②エチレンプラント

⑥200ｍ煙突
煙突の白い煙に
見えるものは水蒸気
ナフサ分解炉、ボイラーなどか
らの排ガスは無害化してこの煙
突から排出しています。煙のよ
うに見えるものはその水分（水
蒸気）です。

⑦グリーンベルト
工場と居住地域を画する緑地
埋め立て前からあった海岸線沿いの松林を活かして約 �� 万㎡の
広大なグリーンベルトを造成し、工場と居住地域を完全に分けてい
ます。

④フレアースタック

①シーバース⑤タンク群

②エチレンプラント

⑦グリーンベルト

⑥200m煙突

1

プレスセンタープレスセンター

NSスチレンモノマー
大分製造所

NSスチレンモノマー（株）
大分製造所

防災センター防災センター

日本ポリエチレン 大分工場日本ポリエチレン（株）大分工場

昭和電工ガスプロダクツ
大分工場
昭和電工ガスプロダクツ（株）
大分工場

日本エラストマー 大分工場日本エラストマー（株）大分工場

サンアロマー 大分工場サンアロマー（株）大分工場

日油 大分工場日油（株）大分工場

鶴崎サンソセンター（株）鶴崎サンソセンター

日本硫炭工業 大分工場日本硫炭工業（株）大分工場

東亞合成 大分工場東亞合成（株）大分工場

鶴崎共同動力鶴崎共同動力（株）

昭和電工昭和電工（株）

昭和電工（株）

総合事務所総合事務所

4

45

6

7

2

3

3

3

鶴崎泊地

乙津泊地
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人権方針

大分ワーキングマインド（OWM）

「大分ワーキングマインド（OWM）」とは…
���� 年に制定した � つの心構えです。従業員一人ひとりが OWM を意
識して行動することにより改善・改革を図り CSR の実現につなげてい
ます。この実践を目標管理（MB-OJT）指標に取り入れ評価する人事評
価システムを導入しています。

昭和電工グループは『化学の力で社会を変える』という存在意義（パー
パス）のもと、グローバル社会の持続可能な発展に貢献することを目指
しています。
昭和電工グループは、誰一人取り残されることなく、すべての人の尊厳が
確保され、誰もが等しく尊重される社会の実現のために、事業を展開する
あゆる国や地域において、事業活動の根幹として人権を尊重します。
こうした考えや姿勢を明確にし、ステークホルダーの皆さまへのお約束
として、���� 年 �� 月、人権方針を策定しました。国際的に認められて
いる人権原則を支持し、自らの基準としています。
本方針を昭和電工グループで働くすべての役員及び従業員（嘱託、契約
社員を含みます）に適用しています。大分コンビナートとしても毎年「人
権研修」開催や e-learning 受講を通して従業員への教育を継続して
行っています。

わたしたちの Oita Working Mind

意識変革実行チーム

■ 収　集：現場から生きた情報、「あったらいいな」を見つけ出そう

■ 発　信：自分の業務知識を発信し続けよう

■ 共　有：他部署と力をあわせ、個性と多様性を活用し、問題を解決しよう

■ 思考条件の変更（革新）：常識・習慣に疑問を持とう

■ 提　案：大分に対して何ができるか？を問い詰め、アイデアを提案しよう

■ 完　遂：形になるまでやり抜いて、自分達の未来を作ろう

収集

OWM

思考
変更

発信完遂

共有提案

�

�

� �

�
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人財活性
基盤強化・収益拡大・新規事業創出の実行力を向上

大分ワーキングマインド（OWM)、凡事徹底

営業利益率

CX最大化

≒
稼働率

安全安定運転

生産能力

高付加価値

販売利益単価

低コスト

×

+

×

+

コンビナート目標＝部・課・グループ目標
個人・サークル業務

豊かさと持続・成長性が調和する
『アジア最強コンビナート』

基盤強化
安全安定運転により
フル稼働を持続

新規事業創出
誘導品事業の拡充により
収益性・事業拡大

収益拡大
高付加価値、低コスト
により収益性向上

人々の生活を支える資源やエネルギーを持続可能な形で利用しながら、すべての人が幸せで健康に暮ら
せる成熟した社会の実現に貢献したいと私たちは考えます。
サステナビリティを軸に据え、持続可能なグローバル社会に貢献するとともに、企業グループとし
て持続的に成長・発展していくために「安全・安定・安心プラント」を事業の原点として、その実
現に取り組んでいます。
しかし企業には利益だけを優先することなく、法令遵守や地域の経済発展への貢献な
ど、社会に対して果たしていくべき責任があります。その「企業の社会的責任」を
CSRと言います。
大分コンビナートでは、「安全・安定・安心プラント」の実現をCSR活動の最
重要項目と考え、�つの項目を指標として掲げ、それらの発生ゼロを目
標にPDCAサイクル（計画・実行・評価・改善）を回す取り組みを行っ
ています。また、事業成長の基盤を着実に構築するために大分コ
ンビナート生産システム改革活動（OPS活動）を推進してい
ます。加えて、従業員一人ひとりが持つべき６つの心構え
を制 定し、根 付かせる「大 分ワーキングマインド

（OWM）」の定着活動を続けています。

大分コンビナート
生産システム改革活動（OPS活動）

人権方針

大分ワーキングマインド（OWM）

「大分ワーキングマインド（OWM）」とは����年に制定した�つの
心構えです。従業員一人ひとりがOWMを意識して行動することに
より改善・改革を図りCSRを果たしています。この実践を目標管理
指標に取り入れ評価する人事評価制度（MB-OJTシステム）を導入
しています。
統合新会社のパーパス（存在意義）を共通の価値観のもとで実現す
るために、����年５月からOWMの見直しに取り組んでいます。

豊かさと持続・成長性が調和する『アジア最強コンビ
ナート』を目指し、部署の枠組を超えて活動しており、
その活動を大分コンビナート生産システム改革活動

（OPS活動）と呼んでいます。OPS活動は「基盤強化・
新規事業創出・収益拡大」の�項目を柱とし、それらの
活動の実行力を向上させる「人財活性」の取り組みと
大分ワーキングマインド（OWM）という心構え、「安
全・安定・安心プラント」の基本である「凡事徹底」をOPS活動の共通の礎としています。
OPS活動は����年�月から大分現場力変革活動（OGT活動）へ呼称を変更し、活動内容
を進化させていきます。

昭和電工グループは『化学の力で社会を変える』という存在意義（パーパ
ス）のもと、グローバル社会の持続可能な発展に貢献することを目指し
ています。
昭和電工グループは、誰一人取り残されることなく、すべての人の尊厳が
確保され、誰もが等しく尊重される社会の実現のために、事業を展開する
あらゆる国や地域において、事業活動の根幹として人権を尊重します。
こうした考えや姿勢を明確にし、ステークホルダーの皆さまへのお約束
として、���� 年 �� 月、人権方針を策定しました。国際的に認められて
いる人権原則（「国際人権章典」や国際労働機関（ILO）の“労働の基本原
則および権利に関する宣言” および “子どもの権利とビジネス原則” 他）
を支持し、自らの基準としています。
本方針を昭和電工グループで働くすべての役員及び従業員（嘱託、契約
社員を含みます）に適用しています。大分コンビナートとしても毎年「人
権研修」を開催し、従業員への教育を継続して行っています。
���� 年はビジネスと人権についての e-learning を実施しました。

大分コンビナートCSR重点行動と7つのゼロの達成状況（2021年） わたしたちの Oita Working Mind
■ 収　集：現場から生きた情報、「あったらいいな」を見つけ出そう

■ 発　信：自分の業務知識を発信し続けよう

■ 共　有：他部署と力をあわせ、個性と多様性を活用し、問題を解決しよう

■ 思考条件の変更（革新）：常識・習慣に疑問を持とう

■ 提　案：大分に対して何ができるか？を問い詰め、アイデアを提案しよう

■ 完　遂：形になるまでやり抜いて、自分達の未来を作ろう

収集

OWM

思考
変更

発信完遂

共有提案

運転トラブル
 

労働災害

設備事故

コンプライ
アンス違反

環境異常品質クレーム

重故障

安全・安定・安心
プラントの実現

�

�

��

� �

�

PDCA サイクル（計画・実行・評価・改善）を回し、� 項目の発生ゼロを確実
に達成することで「安全・安定・安心プラント」の実現を目指しています。行政
に報告する以上の厳しい規定を社内に設け、指標達成に取り組んでいます。

3件

0件

0件

1件0件

1件

3件

2020年人権研修の様子
凡事徹底の取り組み

「凡事徹底」は大分コンビナートの安全文化の一つです。「凡事」を具体的に定めて徹底
度を上げる様々な活動を展開しています。その活動のひとつとして「階段手摺持ち活動」
を行っています。階段昇降時における災害を防止するとともに、大分コンビナートで働く
一人ひとりの安全意識の向上につなげる活動として推進しています。

Topics

階段手摺持ちを促すため、音声により注意
喚起する取り組みを実施
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ます。この実践を目標管理（MB-OJT）指標に取り入れ評価する人事評
価システムを導入しています。

昭和電工グループは『化学の力で社会を変える』という存在意義（パー
パス）のもと、グローバル社会の持続可能な発展に貢献することを目指
しています。
昭和電工グループは、誰一人取り残されることなく、すべての人の尊厳が
確保され、誰もが等しく尊重される社会の実現のために、事業を展開する
あゆる国や地域において、事業活動の根幹として人権を尊重します。
こうした考えや姿勢を明確にし、ステークホルダーの皆さまへのお約束
として、���� 年 �� 月、人権方針を策定しました。国際的に認められて
いる人権原則を支持し、自らの基準としています。
本方針を昭和電工グループで働くすべての役員及び従業員（嘱託、契約
社員を含みます）に適用しています。大分コンビナートとしても毎年「人
権研修」開催や e-learning 受講を通して従業員への教育を継続して
行っています。

わたしたちの Oita Working Mind

意識変革実行チーム

■ 収　集：現場から生きた情報、「あったらいいな」を見つけ出そう

■ 発　信：自分の業務知識を発信し続けよう

■ 共　有：他部署と力をあわせ、個性と多様性を活用し、問題を解決しよう

■ 思考条件の変更（革新）：常識・習慣に疑問を持とう

■ 提　案：大分に対して何ができるか？を問い詰め、アイデアを提案しよう

■ 完　遂：形になるまでやり抜いて、自分達の未来を作ろう

収集

OWM

思考
変更

発信完遂

共有提案

�

�

� �

�
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人財活性
基盤強化・収益拡大・新規事業創出の実行力を向上

大分ワーキングマインド（OWM)、凡事徹底

営業利益率

CX最大化

≒
稼働率

安全安定運転

生産能力

高付加価値

販売利益単価

低コスト

×

+

×

+

コンビナート目標＝部・課・グループ目標
個人・サークル業務

豊かさと持続・成長性が調和する
『アジア最強コンビナート』

基盤強化
安全安定運転により
フル稼働を持続

新規事業創出
誘導品事業の拡充により
収益性・事業拡大

収益拡大
高付加価値、低コスト
により収益性向上

人々の生活を支える資源やエネルギーを持続可能な形で利用しながら、すべての人が幸せで健康に暮ら
せる成熟した社会の実現に貢献したいと私たちは考えます。
サステナビリティを軸に据え、持続可能なグローバル社会に貢献するとともに、企業グループとし
て持続的に成長・発展していくために「安全・安定・安心プラント」を事業の原点として、その実
現に取り組んでいます。
しかし企業には利益だけを優先することなく、法令遵守や地域の経済発展への貢献な
ど、社会に対して果たしていくべき責任があります。その「企業の社会的責任」を
CSRと言います。
大分コンビナートでは、「安全・安定・安心プラント」の実現をCSR活動の最
重要項目と考え、�つの項目を指標として掲げ、それらの発生ゼロを目
標にPDCAサイクル（計画・実行・評価・改善）を回す取り組みを行っ
ています。また、事業成長の基盤を着実に構築するために大分コ
ンビナート生産システム改革活動（OPS活動）を推進してい
ます。加えて、従業員一人ひとりが持つべき６つの心構え
を制 定し、根 付かせる「大 分ワーキングマインド

（OWM）」の定着活動を続けています。

大分コンビナート
生産システム改革活動（OPS活動）

人権方針

大分ワーキングマインド（OWM）

「大分ワーキングマインド（OWM）」とは����年に制定した�つの
心構えです。従業員一人ひとりがOWMを意識して行動することに
より改善・改革を図りCSRを果たしています。この実践を目標管理
指標に取り入れ評価する人事評価制度（MB-OJTシステム）を導入
しています。
統合新会社のパーパス（存在意義）を共通の価値観のもとで実現す
るために、����年５月からOWMの見直しに取り組んでいます。

豊かさと持続・成長性が調和する『アジア最強コンビ
ナート』を目指し、部署の枠組を超えて活動しており、
その活動を大分コンビナート生産システム改革活動

（OPS活動）と呼んでいます。OPS活動は「基盤強化・
新規事業創出・収益拡大」の�項目を柱とし、それらの
活動の実行力を向上させる「人財活性」の取り組みと
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ス）のもと、グローバル社会の持続可能な発展に貢献することを目指し
ています。
昭和電工グループは、誰一人取り残されることなく、すべての人の尊厳が
確保され、誰もが等しく尊重される社会の実現のために、事業を展開する
あらゆる国や地域において、事業活動の根幹として人権を尊重します。
こうした考えや姿勢を明確にし、ステークホルダーの皆さまへのお約束
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大分コンビナートCSR重点行動と7つのゼロの達成状況（2021年） わたしたちの Oita Working Mind
■ 収　集：現場から生きた情報、「あったらいいな」を見つけ出そう

■ 発　信：自分の業務知識を発信し続けよう

■ 共　有：他部署と力をあわせ、個性と多様性を活用し、問題を解決しよう

■ 思考条件の変更（革新）：常識・習慣に疑問を持とう

■ 提　案：大分に対して何ができるか？を問い詰め、アイデアを提案しよう

■ 完　遂：形になるまでやり抜いて、自分達の未来を作ろう

収集

OWM

思考
変更

発信完遂

共有提案
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に達成することで「安全・安定・安心プラント」の実現を目指しています。行政
に報告する以上の厳しい規定を社内に設け、指標達成に取り組んでいます。
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2020年人権研修の様子
凡事徹底の取り組み

「凡事徹底」は大分コンビナートの安全文化の一つです。「凡事」を具体的に定めて徹底
度を上げる様々な活動を展開しています。その活動のひとつとして「階段手摺持ち活動」
を行っています。階段昇降時における災害を防止するとともに、大分コンビナートで働く
一人ひとりの安全意識の向上につなげる活動として推進しています。

Topics

階段手摺持ちを促すため、音声により注意
喚起する取り組みを実施
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0405 point
大分コンビナートは、大気・水質・土壌汚染防止のために燃料転換や製造プ
ロセスの改善などを行い、化学物質の排出量削減に取り組んでいます。
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環境モニター様の居住エリア（赤丸）

昭和電工
ENEOS

排水処理系統概略図

環境モニター制度

大気・水質環境負荷低減の取り組み

コンビナート近隣の方にコンビナートの環境面でお気付きに
なったどんな小さなことでも、遠慮なく情報をお寄せいただくこ
とを目的とした制度です。��名の環境モニターの皆さまと定期
的に連絡をとり、コミュニケーションの充実を図っています。
また、年に１度は環境モニター会議を開催し、直接ご意見をいた
だいています。これらの情報は大分コンビナートの環境管理に活
用しています。なお、����年は、新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、環境モニター会議は中止としました。

⃝大気環境負荷低減の取り組み
NOx、SOx、ばいじんなどを削減するため、環境負荷低減設備の
導入、燃料転換や燃焼法の改善、脱硫・脱硝装置の適切な運転
管理、排熱回収による燃料の削減などの対策を継続して実施し
ています。

⃝水質環境負荷低減の取り組み
COD（＊）、全窒素、全リンなどの水質環境負荷低減のため、排水
処理施設の適切な運転管理、水の循環利用などの対策を実施し
ています。
＊COD…排水中の有機物による汚れを示す指標。水中の有機物を酸化

するために必要な酸素量を示したもの。

2020年環境モニター会議の様子

油水分離

凝集沈殿装置濃縮槽

公共用水域へ

公共用水域へ
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浮遊物質（SS）を
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環境監視
大分コンビナートでは、排水・大気・臭気・騒音に関して、��時間常
時監視を行っています。通常と異なる数値が検知された場合は、直
ちに周辺パトロールや、各プラントからの報告で状況を確認し、必
要な措置を行います。また、大気中に排出されるNOx（＊�）､SOx

（＊�）などのばい煙をリアルタイムで測定し、これらのデータは大
分市のテレメーターシステムに自動送信されています。

環境マネジメントシステム
環境マネジメントシステムとは、環境
に与える影響を低減するように、企業
など組織がその活動、製品及びサー
ビスの継続的改善をしていくための

「しくみ」のことです。大分コンビナー
トは環境マネジメントシステムの国
際規格であるISO�����の認証を
����年��月に取得し、��年を超える
運用実績があり、環境負荷低減のた
めにマネジメントシステムの継続的
改善を図っています。

地球環境と地域に調和した環境改善に努める。
１．事業活動、製品及びサービスに係る環境影響の評価を行ない、環境負荷の低減を目指し、環境保全に努める。
２．環境に関する法規制・協定等を遵守し、環境汚染の予防に努める。
３．地球環境問題についても、下記を重点項目として積極的に推進する。
　　省資源・省エネルギー／廃棄物の減量・再資源化／化学物質の排出削減／温室効果ガスの排出削減
４．事業活動を通じて、関係諸官庁・地域住民とのコミュニケ－ションを図り、地域社会に貢献する。
５．目的・目標及びレスポンシブル・ケア行動計画を設定し、定期的に見直し、製品の開発から廃棄に至る
　　全ての過程における環境管理活動のシステムとパフォーマンスの継続的な改善を図る。
６．広報活動及び環境教育を通じて全従業員に環境方針を周知し、環境に関する意識向上を図ると共に、
　　協力企業従業員へも環境方針を伝達し、理解と協力を要請する。

環境方針

ISO14001:2015認証書

＊� NOx…有害大気汚染の指標。燃料や廃棄物燃焼時に空気中などの
窒素が酸化して発生する。光化学スモッグの原因になるとも
いわれている。

＊� SOx…有害大気汚染の指標。硫黄を含む燃料を燃焼する場合に発生
する。呼吸器系に影響がある。

防災センターでの監視の様子

公害防止協定に基づく管理
環境悪化を未然に防止し、大分市民の健康確保、生活環境保全の
ために、昭和��年��月��日より大分県・大分市と公害防止協定を
締結しています。協定では、大気・排水・臭気・騒音・振動について環
境関係法令による規制以上の協定値及び定期測定回数を定め遵
守すると共に、定期的に行政へ報告しています。

環境管理の取り組み

大気汚染物質排出量の推移

放出水中COD量の推移
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用しています。なお、����年は、新型コロナウイルス感染拡大防
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NOx、SOx、ばいじんなどを削減するため、環境負荷低減設備の
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地球温暖化防止や資源保護の観点から、
温室効果ガスの削減や省エネルギー施策を推進しています。
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省エネルギーの取り組み

温室効果ガスであるCO�の多くは化石燃料の使用時に発生します。当社のエネルギー源は化石燃料であり、その使用量を削減することでCO�排
出削減を目指しています。
エネルギー効率を高める燃料使用量を削減できる設備への改造や生産プロセスの見直しなどで省エネルギーを推進し、����年には省エネ法
に基づくベンチマーク制度で、エチレンプラントの目指す
べき水準を達成しました。����年度のエネルギー原単位
は��年春のコンビナート大型定修、および��年�月の日
向灘地震による緊急停止による影響などにより、����年
対比で�.�％悪化しました。継続して水準を満たすことが
できるよう更なる省エネルギー、エネルギー原単位（＊）の
改善に向けて取り組んでいきます。

温室効果ガス
排出抑制の取り組み

CO�については、当社の原料である化石燃料の使用量を減ら
すことでその排出量を削減する取り組みを続けています。当社
のCO�排出量は�年に一度の定期点検のための設備停止によ
り生産量が低下したことで����年対比で�.�％減少しました。
また、温室効果の
大きいフロンガス
についてもフロン
排出抑制法に基づ
き、冷 凍 機や空 調
などフロン使用製
品の定期点検を実
施し、その排出を管
理しています。 

＊エネルギー原単位…製品を製造するときの使用エネルギー
量を製品生産量で割ったもの。小さい
ほどエネルギー効率がよく、環境への
負荷が小さくなる

＊カーボンニュートラル…温室効果ガスの排出量から吸収量と除去量を
差し引いた合計をゼロにすること

＊CCUS…Cabon dioxide Capture, Utilization and Storage

カーボンニュートラル（＊）
に向けてのロードマップ策定

昭和電工のなかでもCO�排出比率が高い大分コンビナートは
カーボンニュートラルに向けてロードマップを策定しました。
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エネルギー原単位の推移（％）
年度
’21

（1990年を100％とする）

2010年に更新した高効率エチレン分解炉

大分コンビナート

省エネ
（原単位向上、収率改善） エネルギー転換

原料転換 カーボンクレジット等

原料転換 オレフィン製法転換

CCUS（＊）

エネルギー転換
（カーボンニュートラル燃料化等）

カーボンクレジット等

����年 ����年

産業廃棄物の削減・
適正処理の取り組み
point
廃棄物発生量の抑制、再利用、有効利用などの取り組みを進め、
ゼロエミッション（最終埋立処理量が発生量の0.5%以下）を
達成しています。

07

産業廃棄物埋立処分量、処分率の推移
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産業廃棄物処理委託先監査の様子

����年の温室効果ガス排出量の目標である����年比��％
削減に向けては、省エネ（原単位向上、収率改善）、エネル
ギー転換、原料転換、カーボンクレジットなどに取り組むこ
とを検討しています。
原料や分解炉におけるカーボンニュートラルな燃料への
変更（原料転換、エネルギー転換）によるCO�の発生抑
制や、分解炉で発生するCO�の有効利用（CCU（＊））による
排出抑制にも取り組みます。また用役設備においても、製造
プロセスと同様に省エネやエネルギー転換によるCO�排出
量の低い用役へのシフトを検討・推進することで、カーボン
ニュートラルの達成を目指しています。

カーボンニュートラル達成への取り組み

産業廃棄物処分量を削減するため、廃酸・廃アルカリの再
資源化、廃油の燃料化、無機性汚泥やがれきなどの有効利
用（セメントや路盤材）などの取り組みを通じて、廃棄物発
生量の抑制、再利用及び有効利用などを進めています。
従来埋立処分を行っていた保温材については、リサイクルを
進め、埋立処分量の大幅削減を実現しました。

埋立処分量の削減

産業廃棄物を処理するにあたって、委託する産廃処理業者、処
理方法が適切か社内規程に従って審査を実施します。
また、委託後も定期的に処理業者を訪問し、委託した産業廃棄
物が適切に処理されているか現地で確認を行っています。確認
の結果、不適切と判断し、是正を勧告しても改善されない場合
は処理委託を取りやめるなど、産業廃棄物が適正に処理される
よう監視を行っています。

産業廃棄物適正処理への取り組み

取り組みの一例
エチレンプラント　CO�　排出図 誘導品

購入
カーボンクレジット

原料転換（発生抑制）

エネルギー転換
（発生抑制）

副生ガス（燃料）

省エネ（発生抑制）
エチレン
プラント
製品

副生ガス（原料）

ナフサなど

CCU（排出抑制）

分解炉 精製系

外販

場内

CO�発生 CO�分離／回収 CO�利用製品

カーボンニュートラル
原料

カーボンニュートラル
燃料

SDK誘導品
酢酸エチル
酢酸ビニル

アリルアルコール
ポリマー製品
ポリエチレン
ポリプロピレン

他製品
プタジエン、BTX

産廃量
埋立率
埋立処分率基準0.5%
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＊CCU…Carbon dioxide Capture and Utilization
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品質保証の取り組み

09 point
お客さまに安全、安心な製品・サービスをご提供します。そのために、製品の設計・
開発から上市・製造、販売、お客さまでの使用に至る製品のサイクルにおいて、
お客さまが安心して当社製品をお使いいただくための活動を、組織的、
体系的に実施しています。

化学物質管理の取り組み

08
日本化学工業協会（以下、日化協）の会員企業とし
て 1996 年より化学物質の排出・移動量調査を自
主的に実施し、化学物質排出量の削減に取り
組んでいます。また、化学品安全の確保に
向け、化学品の研究、開発、設計段
階から製造販売、流通、使用、廃
棄に至る過程において一貫した
化学物質総合管理に積極的
に取り組んでいます。

point

化学物質管理情報のデータベース化

＊PRTR…Pollutant Release and Transfer Registerの略。化学物質排出移動量届出
制度のこと。有害性のある多種多様な化学物質が、どのような発生源か
ら、どのくらい環境に排出されたか、あるいは廃棄物に含まれて事業所
の外に運び出されたかというデータを把握し、集計し、公表する仕組
み。化学物質排出把握管理促進法に基づく報告などが定められている。

大分コンビナートで取り扱う原料、製品に関する化学物質の有害性情報をデータベース化し、活用
しています。また昭和電工全体のシステムを活用し、行政への報告やSDSの発行も行っています。

安全データシート（SDS）

PRTR対象物質排出量移動量の推移
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（コンビナート内処理）
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用途情報

SDS
非含有証明
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物質調査

行政

お客さま

閲覧／情報入力／検索閲覧／情報入力／検索

各担当部署

仕入先

品質保証

大分コンビナート
化学物質管理DB
（大分）

SDK化学物質
総合管理システム
（本社）

排出管理
PRTR（＊）法対象物質については、排出・移動量の調査を行い、国及び日化
協へ報告しています。大分コンビナートでは、調査結果をもとに除害設備や
燃焼設備の導入などの設備改善を行った他、運転管理技術の向上により、排
出量・移動量の削減対策を継続して実施しています。

化学品安全

����年４月までにJIS Z ����：����に準拠したラベル・安全データ
シート（SDS）（＊）への切り替えを完了させました。また、新たな化学
物質を使用する場合には、取扱者の安全、周辺環境への影響など
を社内規程に基づき審査しています。

＊SDS…Safety Data Sheet（安全データシート）の略。事業者が化学物
質や製品を他の事業者に出荷する際に、その相手方に対して、そ
の化学物質に関する安全情報を提供するための資料。

大分コンビナートでは、品質方針を基に年度ごとの品質目標を掲げ、
お客さまに安心して使っていただける製品提供を目指しています。

＊� 製品／工程内不適合削減…安定した製品をお客さまに提供するため、
販売規格よりも厳しい管理値を設定しています。この管理値も常に満足
し、品質クレームを起こさない活動のこと。

＊� 大分コンビナート外…主にお客さまに出荷するための物流拠点のこと。

ISO9001:2015認証書

品質クレーム数の推移
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品質マネジメントシステムは、企業等組織が製品の品質保証に加えてお客さま満足の向上を継続的に改
善していくための「仕組み」のことです。大分コンビナートでは品質マネジメントシステムの国際規格であ
るISO����:����（＊）を取得しています。
＊����年５月　ISO����:����を取得
　����年５月　ISO����:����に移行（設計開発を含むISO����へ移行）

品質マネジメントシステム

品質トラブル予防活動の取り組みとして、品質管理部門のみでなく、製
造部門、物流部門などと一体となった品質革新部会活動を行っていま
す。活動内容は、➀品質目標達成、➁製品／工程内不適合削減（＊�）、
➂大分コンビナート外（＊�）原因の品質クレームゼロに関するもので
す。各種トラブルを未然に防止するために、品質リスク箇所を抽出し、品
質リスクを低減させる取り組みを実施しています。また、データサー
バーシステムの導入による検査成績書発行の自動化や検査データの
ダブルチェックの実施などを進め、品質不祥事の発生を未然に防ぐ対
策をとっています。

品質トラブル予防活動

品質トラブル予防活動などの取り組みにより、品質ク
レーム発生件数は低減し����年からは発生ゼロを継続
しています。今後もコンビナート内外での予防活動を継
続し、品質クレームを起こさない体制を維持します。

品質クレームの推移

品質方針

品質で築く　顧客の信頼 ISO����に基づいた、全員参加による品質保証
業界最高水準の品質確保
たゆまぬ教育・訓練、啓発活動による品質感度の向上
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品質保証の取り組み

09 point
お客さまに安全、安心な製品・サービスをご提供します。そのために、製品の設計・
開発から上市・製造、販売、お客さまでの使用に至る製品のサイクルにおいて、
お客さまが安心して当社製品をお使いいただくための活動を、組織的、
体系的に実施しています。

化学物質管理の取り組み

08
日本化学工業協会（以下、日化協）の会員企業とし
て 1996 年より化学物質の排出・移動量調査を自
主的に実施し、化学物質排出量の削減に取り
組んでいます。また、化学品安全の確保に
向け、化学品の研究、開発、設計段
階から製造販売、流通、使用、廃
棄に至る過程において一貫した
化学物質総合管理に積極的
に取り組んでいます。

point

化学物質管理情報のデータベース化
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シート（SDS）（＊）への切り替えを完了させました。また、新たな化学
物質を使用する場合には、取扱者の安全、周辺環境への影響など
を社内規程に基づき審査しています。

＊SDS…Safety Data Sheet（安全データシート）の略。事業者が化学物
質や製品を他の事業者に出荷する際に、その相手方に対して、そ
の化学物質に関する安全情報を提供するための資料。

大分コンビナートでは、品質方針を基に年度ごとの品質目標を掲げ、
お客さまに安心して使っていただける製品提供を目指しています。

＊� 製品／工程内不適合削減…安定した製品をお客さまに提供するため、
販売規格よりも厳しい管理値を設定しています。この管理値も常に満足
し、品質クレームを起こさない活動のこと。

＊� 大分コンビナート外…主にお客さまに出荷するための物流拠点のこと。
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善していくための「仕組み」のことです。大分コンビナートでは品質マネジメントシステムの国際規格であ
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　����年５月　ISO����:����に移行（設計開発を含むISO����へ移行）

品質マネジメントシステム

品質トラブル予防活動の取り組みとして、品質管理部門のみでなく、製
造部門、物流部門などと一体となった品質革新部会活動を行っていま
す。活動内容は、➀品質目標達成、➁製品／工程内不適合削減（＊�）、
➂大分コンビナート外（＊�）原因の品質クレームゼロに関するもので
す。各種トラブルを未然に防止するために、品質リスク箇所を抽出し、品
質リスクを低減させる取り組みを実施しています。また、データサー
バーシステムの導入による検査成績書発行の自動化や検査データの
ダブルチェックの実施などを進め、品質不祥事の発生を未然に防ぐ対
策をとっています。

品質トラブル予防活動

品質トラブル予防活動などの取り組みにより、品質ク
レーム発生件数は低減し����年からは発生ゼロを継続
しています。今後もコンビナート内外での予防活動を継
続し、品質クレームを起こさない体制を維持します。

品質クレームの推移

品質方針

品質で築く　顧客の信頼 ISO����に基づいた、全員参加による品質保証
業界最高水準の品質確保
たゆまぬ教育・訓練、啓発活動による品質感度の向上
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地域とのコミュニケーション

13 point
化学や環境に関する出前授業やアルミ缶リサイクル活動などを通じ、地域の皆さ
まとのコミュニケーションを図るとともに、地域社会の発展に貢献しています。

保安防災の取り組み

point
万が一の「事故・災害」に備え、設備対策や訓練を
万全なものにしています。

12

SHOWA DENKO    �    CSR 2022 SHOWA DENKO    �    CSR 2022SHOWA DENKO Oita    �    CSR 2022 SHOWA DENKO Oita    �    CSR 2022

１．無事故、無災害を目指し、安全をすべてに優先する。
２．安全・衛生に関する法規制等を遵守する。
３．安全を確保するため、安全教育の重要性を認識すると共に、運転・設備管理の維持向上に努め、一人ひとりが責任ある行動

を行なう。
４．製品や取扱い物質の安全性に留意し、事業活動のあらゆる段階にわたって、化学物質の安全性を確保し関係する人々の健康

障害を防止する。
５．快適な職場の実現を目指すと共に、メンタルヘルスケア及び健康保持・増進活動を積極的に推進する。
６．事業活動を通じて関係諸官庁・地域住民とのコミュニケーションを図り、地域社会の安全を確保する。
７．目的・目標及びレスポンシブル・ケア行動計画を設定し、定期的に見直し、製品の開発から廃棄に至る全ての過程における

安全管理活動のシステムとパフォーマンスの継続的な改善を図る。
８．広報活動及び安全・衛生教育を通じて全従業員に安全・衛生方針を周知し、安全・衛生に関する意識向上を図ると共に、協

力企業従業員へも安全・衛生方針を伝達し、理解と協力を要請する。
９．安全衛生委員会、職場安全衛生会議や安全に関する小集団活動などにより、関係者の安全・衛生管理への参加を推進する。

労働安全衛生方針
１．保安に関連する法令・規程類・手順・ルール等を理解し、それに従って行動します。
２．保安管理目標やその達成に向けた保安管理計画をＲＣ行動計画として策定し、目標達成を目指して保安管理活動に積

極的に取り組みます。目標や計画は定期的に見直します。
３．保安管理活動結果を定期的に評価し、システムの必要な見直しを行って継続的改善を図ります。
４．全ての就業者に保安管理方針をはじめとして十分な保安教育・訓練・指導を実施し、保安意識の高揚を図り必要な力

量を確実に身に着けます。
５．リスクアセスメントや変更管理を行い、継続的にリスクを低減するとともに、事故・災害やトラブルの予防に努めます。
６．事故・災害が発生した時の緊急時対応手順を定め、訓練を実施し、防災体制を維持向上させます。
７．関係諸官庁や地域住民とコミュニケーションを図り、地域社会の安全確保に努めます。

保安管理方針

設備安全の取り組み

11 point
過去の事故・トラブルや他社事例を解析して再発を防止する「創る安全」活動
に取り組み、設備事故ゼロを目指しています。

労働安全衛生の取り組み

point
労働災害の撲滅を図るため、様々な機会を捉えてリス
クアセスメントを実施し、その結果をもとに作業環
境の改善に努めています。

10
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全産業 化学工業 昭和電工大分コンビナート

フルハーネス型
安全帯特別教育実施

墜落制止用器具（安全帯）の法改正に対応し、対
象者へのフルハーネス型安全帯特別教育を実
施しました。また、新規格の安全帯（胴ベルト型
及びフルハーネス型）への変更を完了しました。

大分コンビナートは、高圧ガス保安法に基づく認定保安検査実施者として自主保安責務を果
たし、����年以来継続して経済産業大臣より認定を受けており、現在では�年間施設を停止す
ることなく、自らが保安検査を行う資格をいただいております。この認定制度は、保安防災上重
要な運転管理、設備管理、保安防災管理の各レベルが優良であると認められた事業者に、自ら
の設備の保安検査等を行う資格を認めるものです。認定保安検査実施者は、都道府県知事に
代わり自ら検査できる体制、能力が備わっているか、運転を停止することなく保安検査を行うこ
とができるかを定期的に経済産業省や高圧ガス保安協会による書類審査及び現地調査によっ
て総合的に厳しく審査されます。大分コンビナートは、����年�月��日付で経済産業大臣より
継続認定をいただいていますが、リスクアセスメントの充実など、今後も更なる改善を図ってい
きます。

高圧ガス保安法に基づく認定保安検査実施者認定

熊本地震や豪雨など九州でも自然災害が頻発しており、災害対策の重要性が再認識されています。大分コンビナート
では大量の可燃性物質等を扱うため “安全は全てに優先する”の基本方針で設備を設計し、災害防止に努めています。
プラントでは各部の温度、圧力、流量等を常時監視し、正常な状態を保つようにアラームを発報して運転員に知らせて
います。また、設備の定期的なパトロールやメンテナンスを行い、故障撲滅や災害防止を図っています。万が一の異常時
にプラントを安全に停止する為、緊急遮断装置、保安電源、フレアースタック等の非常用設備を備えており、これら非常
用設備は自然災害による損傷防止の為、最新の知見による耐震補強や浸水対策を進めて安全性を向上させています。
����年�月に大分市で震度�強を観測した地震は当コンビナート地震計で���Galと過去最大でしたが、地震計と連動
した緊急自動停止システムにより設備内の危険物をフレアースタックで燃焼・無害化し、安全にプラントを停止させてい
ます。

自然災害・設備トラブルへの備え

安全成績

大分コンビナートは、����年�月��日、厚生労働省による「無災害記録証
第二種」を受賞しました。この制度は、長期の無災害記録に対して、事業場
からの申請により厚生労働省が無災害記録証を授与する制度です。無災
害記録は、業種毎に第１種無災害記録から第５種無災害記録までの５段
階あり、有機化学工業製造業は、労働者数���人以上の事業場で、���万
時間が第２種無災害記録に該当します。昭和電工（株）大分コンビナートは、����年４月��日より����
年��月��日までの７年７ヶ月で���万時間を達成し、現在も無災害記録を継続中です。

「ＨＡＺＯＰ研修会」開催
ＨＡＺＯＰ（Hazard and Operability Analysis）とは、化学プラント等
を対象とするリスク評価手法です。化学プラントに潜在している危険
源を洗い出し、それらの影響・結果を解析して、必要な安全対策を講
じることを目的としています。その研修会を定期的に開催することに
より、運転員やエンジニアのスキルアップを図り、プラントの安全性を
高めていきます。����年に引き続き、����年も実施しました。

Topics

認定保安検査を実施している様子

地震計に連動して作動中の
フレアースタック

’11 ’16’15 ’17 ’18 ’19 ’20



SHOWA DENKO    �    CSR 2022 SHOWA DENKO    �    CSR 2022SHOWA DENKO    �    CSR 2022 SHOWA DENKO    �    CSR 2022

地域とのコミュニケーション

13 point
化学や環境に関する出前授業やアルミ缶リサイクル活動などを通じ、地域の皆さ
まとのコミュニケーションを図るとともに、地域社会の発展に貢献しています。

保安防災の取り組み

point
万が一の「事故・災害」に備え、設備対策や訓練を
万全なものにしています。
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１．無事故、無災害を目指し、安全をすべてに優先する。
２．安全・衛生に関する法規制等を遵守する。
３．安全を確保するため、安全教育の重要性を認識すると共に、運転・設備管理の維持向上に努め、一人ひとりが責任ある行動

を行なう。
４．製品や取扱い物質の安全性に留意し、事業活動のあらゆる段階にわたって、化学物質の安全性を確保し関係する人々の健康

障害を防止する。
５．快適な職場の実現を目指すと共に、メンタルヘルスケア及び健康保持・増進活動を積極的に推進する。
６．事業活動を通じて関係諸官庁・地域住民とのコミュニケーションを図り、地域社会の安全を確保する。
７．目的・目標及びレスポンシブル・ケア行動計画を設定し、定期的に見直し、製品の開発から廃棄に至る全ての過程における

安全管理活動のシステムとパフォーマンスの継続的な改善を図る。
８．広報活動及び安全・衛生教育を通じて全従業員に安全・衛生方針を周知し、安全・衛生に関する意識向上を図ると共に、協

力企業従業員へも安全・衛生方針を伝達し、理解と協力を要請する。
９．安全衛生委員会、職場安全衛生会議や安全に関する小集団活動などにより、関係者の安全・衛生管理への参加を推進する。

労働安全衛生方針
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保安管理方針

設備安全の取り組み
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過去の事故・トラブルや他社事例を解析して再発を防止する「創る安全」活動
に取り組み、設備事故ゼロを目指しています。

労働安全衛生の取り組み
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全産業 化学工業 昭和電工大分コンビナート

フルハーネス型
安全帯特別教育実施
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要な運転管理、設備管理、保安防災管理の各レベルが優良であると認められた事業者に、自ら
の設備の保安検査等を行う資格を認めるものです。認定保安検査実施者は、都道府県知事に
代わり自ら検査できる体制、能力が備わっているか、運転を停止することなく保安検査を行うこ
とができるかを定期的に経済産業省や高圧ガス保安協会による書類審査及び現地調査によっ
て総合的に厳しく審査されます。大分コンビナートは、����年�月��日付で経済産業大臣より
継続認定をいただいていますが、リスクアセスメントの充実など、今後も更なる改善を図ってい
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では大量の可燃性物質等を扱うため “安全は全てに優先する”の基本方針で設備を設計し、災害防止に努めています。
プラントでは各部の温度、圧力、流量等を常時監視し、正常な状態を保つようにアラームを発報して運転員に知らせて
います。また、設備の定期的なパトロールやメンテナンスを行い、故障撲滅や災害防止を図っています。万が一の異常時
にプラントを安全に停止する為、緊急遮断装置、保安電源、フレアースタック等の非常用設備を備えており、これら非常
用設備は自然災害による損傷防止の為、最新の知見による耐震補強や浸水対策を進めて安全性を向上させています。
����年�月に大分市で震度�強を観測した地震は当コンビナート地震計で���Galと過去最大でしたが、地震計と連動
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安全成績
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からの申請により厚生労働省が無災害記録証を授与する制度です。無災
害記録は、業種毎に第１種無災害記録から第５種無災害記録までの５段
階あり、有機化学工業製造業は、労働者数���人以上の事業場で、���万
時間が第２種無災害記録に該当します。昭和電工（株）大分コンビナートは、����年４月��日より����
年��月��日までの７年７ヶ月で���万時間を達成し、現在も無災害記録を継続中です。
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Topics

認定保安検査を実施している様子

地震計に連動して作動中の
フレアースタック
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地域とのコミュニケーション

13 point
化学や環境に関する出前授業やアルミ缶リサイクル活動などを通じ、地域の皆さ
まとのコミュニケーションを図るとともに、地域社会の発展に貢献しています。

保安防災の取り組み

point
万が一の「事故・災害」に備え、設備対策や訓練を
万全なものにしています。

緊急時対応訓練

出前授業
化学実験の体験を通して化学に対する興味を持ってもら
おうと���� 年から近隣地域の小中学校に若手技術者を
派遣して出前授業を行っています。
���� 年度は三佐小学校 �年生を対象に実施しました。

アルミ缶リサイクル活動
昭和電工グループ全社員参加でアルミ缶のリサイクル活
動に取り組んでいます。集められたアルミ缶の売却益を
チャリティとして地域の福祉団体・施設に寄付しています。
����年はアルミ缶を��,���本（昭和電工（株）大分コンビ
ナートのみ）を回収し、���,��� 円を寄付いたしました。

地域貢献（スポーツ振興）活動
大分スポーツ公園内施設のネーミングライツ取得に伴
う、地域貢献・スポーツ振興事業（パートナーシップ事業）
の一環として、���� 年 �月に「昭和電工MATCH　大分ト
リニータVS浦和レッズ」が昭和電工ドーム大分で開催さ
れました。

コンビナート見学会
地域の皆さまを対象としたコンビナートへのご理解を
深めていただくための活動で ���� 年から開催していま
す。���� 年は �� 月に開催し �� 名の方がご参加くださ
いました。

RC地域対話…安全に対する活動の内容や環境に関わるデータについて、近隣地域の皆さまと意見交換を通してつなが
りを深め、共生していくための活動

※2021年は新型コロナウイルス感染症拡大により、下記活動が中止となりました。
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コンビナート地区における「事故・災害」を想定し、職場
ごとの日常的な防災訓練に加え、大分石油化学コンビ
ナート全体で総合防災訓練を行っています。総合防災訓
練では、行政機関と連携した訓練も実施しています。

設備の地震対策

大分コンビナートでは、過去に国内各地で発生した大地
震を契機とし、浮き屋根式タンクのスロッシング(＊)対策
を含む設備の耐震対策を積極的に実施しており、既に法
律で定められている対応は完了しています。����年�月に
大分市で震度�強を観測した地震において、コンビナート
では「加速度���Gal」を観測して、プラントは自動停止し
ましたが、ナフサタンクの破損や浮き屋根上への内容物
の漏洩などのトラブルは発生していません。

津波対策

浸水対策（コンクリート製防潮堤設置）

東日本大震災では３ｍ超の浸水によりタンク流出などの被害が
発生していますが、３ｍ未満ではほとんど被害が発生しませんでし
た。南海トラフ地震による津波が発生した場合、大分石油化学コン
ビナートで想定されている浸水の深さは大部分が２ｍ未満のた
め、タンクに大きな被害が出る可能性は低いと予想されています。
津波対策は、震災後の安全確保や環境保全の観点より、ユーティ
リティー設備（電気、用水、排水処理、保安用窒素（不活性ガス））を
他設備に優先して進めています。
また、人や物の出入部には防水板を設置し、電気室や主要建屋の
扉を水密扉に更新しました。写真は一部の地区ですが、この他の
地区にも同様の対策を行いました。

＊スロッシング…液体容器に長周期の振動を加えた場合に、内
部の液体が揺動する現象。

大分消防行政と大分コンビナートの
防災対策に係る勉強会の開催
大分県や大分市の消防関係者（��名参加）と����年
��月��日にコンビナートの防災対策についての勉強会
を開催しました。�回目の今回は、大分地区石油コンビ
ナート等特別防災区域において災害が発生した場合
に、現在の防災計画や避難計画に問題がないか論議し
ました。具体的にはコンビナートの事故影響評価結果の
情報共有や発災想定設備・防災設備などの点検を行い
ました。この勉強会は地域の安全・安心の確保を目指し
今後も継続して行う計画です。

人や物の出入箇所に防水板を設置、
扉を水密扉に更新

Topics

Topics

スイング式防水板

脱着式防水板 水密扉
対策前 対策後
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